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第 1節 住 宅

大
間
町
に
お
け
る
町
営
住
宅
の
建
設
は
、
昭
和
二
十
七
年
(
-
九
五
二
）
度
の
大
間
平
団
地
第
一
種
木
造
平
屋

建
て
一

0
戸
（
家
賃
は
平
成
三
年
〈
一
九
九
一
〉
十
月
よ
り
月
額
六
二

0
0
円
）
が
最
初
で
あ
る
。
以
来
、
年

間
平
均
所
得
の
上
昇
に
よ
る
生
活
水
準
の
向
上
や
核
家
族
化
の
進
行
な
ど
も
あ
っ
て
、
近
年
の
持
ち
家
志
向
の
拡
大
傾
向
が
当
町
に

も
徐
々
に
反
映
し
、
さ
ら
に
各
種
融
資
制
度
の
充
実
と
普
及
が
持
ち
家
の
建
設
を
容
易
に
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
後
、
同
二
十
八
年
度
の
大
間
乎
団
地
第
一
種
木
造
平
屋
建
て
一

0
戸
（
同
六
九

0
0
円
）
、
同
二
十
九
年
度
の
大
間
平
団
地
第

一
種
木
造
平
屋
建
て
一

0
戸
（
同
六
九

0
0
円
）
、
同
年
度
館
ノ
上
団
地
第
一
一
種
木
造
平
屋
建
て
五
戸
（
同
六
二

0
0
円
）
、
同
三
十

七
年
度
の
根
田
内
団
地
第
二
種
木
造
平
展
建
て
五
戸
（
同
六
六

0
0
円
）
、
同
年
度
館
ノ
上
団
地
第
二
種
木
造
平
屋
建
て
五
戸
（
同

六
六

0
0
円
）
、
同
四
十
年
度
の
館
ノ
上
団
地
第
二
種
木
造
平
屋
建
て
四
戸
（
同
六
六

0
0
円
）
、
同
年
度
根
田
内
団
地
第
二
種
木
造

平
屋
建
て
一

0
戸
（
同
六
六

0
0
円
）
、
同
四
十
五
年
度
の
大
間
崎
団
地
第
二
種
木
造
平
屋
建
て
二

0
戸
（
同
六
九

0
0
円
）
、
同
四

十
九
年
度
の
大
間
乎
第
二
団
地
第
二
種
簡
易
耐
火
二
階
建
て
一

0
戸
（
同
一
万
円
）
、
同
五
十
年
度
の
大
間
平
第
二
団
地
第
二
種
簡

易
耐
火
二
階
建
て
一

0
戸
（
一
万
一

0
0
0
円）、

二
六
年
間
で
一

0
九
戸
を
建
設

公
営
住
宅
の
あ
ゆ
み

第

一

節

住

宅

そ
し
て
同
五
十
三
年
度
の
大
間
崎
団
地
第
二
種
簡
易
耐
火
二
階
建
て
一

0
戸
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第 7章 環境の整備

表 7-I 公営住宅の状況

団地名 地 区
建設年度

構造 形式 戸数
1戸当たり

（昭和・年） の面積(mり

大間平 大 間 27-29 木造 平屋 30 36.3 

館ノ上 奥 戸 29-37 木造 平屋 14 29.9 

根田内 大 間 37-40 木造 平屋 15 33.0 

大間崎 大間平 45 木造 平屋 20 32.4 

大間崎 大間平 53 簡耐 2 階 10 62.9 

大間第二 大 間 49 簡耐 2 階 20 47.7 

ムロ 計 109 

資料：建設課（昭和63年3月現在）

写真 7-I 

昭
和
五
十
年
か
ら
同
六
十
年
の
世
帯

よ
っ
て
増
え
て
い
る
。

四

0
室
と
比
較
し
て
、
核
家
族
化
に

均
の
四
・
七
二
室
、
青
森
県
平
均
五
・

一
八
室
か
ら
五
•
四
三
室
で
、
全
国
平

建設中の町営住宅

加
で
あ
る
。
ま
た
、

室
数
を
見
る
と
、
昭
和
五
十
年
の
五

一
世
帯
当
た
り
の

十
年
と
比
較
す
る
と
一
六
二
世
帯
の
増

数
は
一
五
九
二
世
帯
で

こ
れ
を
同
五

県

平

均

を

上
回
る
室
数

八
五
）

の
普
通
世
帯

昭
和
六
十
年
(
-
九

こ
の
町
営
住
宅
一
0
九
戸
は
、
全
世
帯
総
戸
数
に
占
め
る
割
合
が
五
•
四
％
で
、

全
国
平
均
の
三
・
九
％
を
上
皿
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
住
宅
一
戸
当
た
り
の
延
床

面
梢
で
は
、
全
国
平
均
四
四
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
大
間
崎

団
地
・
大
間
団
地
の
三

0
戸
で
あ
り
、
全
体
的
に
は
低
水
準
で
あ
る
。

な
お

一
戸
当
た
り
の
面
積
を
含
め
た
一
覧
表
は
表
7

ー

1
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
十
四
年
度
以
降
は
中
断
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
同
一
万
五

0
0
0
円）

と
、
合
計
一
〇
九
戸
の
建
設
を
続
け
て
ぎ
た
が
、

昭
和
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第 1節 住 宅

が
高
級
化
・
多
様
化
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
健
康
で
文
化
的

上
に
伴
う
住
宅
の
需
要
増
に
加
え
、
住
宅
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

老
朽
住
宅
の

再
建
築
急
ぐ

は
、
産
業
構
造
の
変
化
や
生
活
水
準
の
向

一
般
住
宅
に
関
す
る
施
策
の
方
向
と
し
て

住
宅
計
画

の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

い
、
土
地
利
用
計
画
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
住
宅
施
策

以
上
の
開
発
計
画
に
は
慎
重
に
対
応
し
、
適
切
な
指
導
を
行

を
監
視
し
防
止
す
る
と
と
も
に

1
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

ま
た
、
民
間
の
宅
地
造
成
に
つ
い
て
も
、
無
秩
序
な
造
成

が
あ
ろ
う
。

な
宅
地
供
給
と
、
良
好
な
住
宅
環
境
の
形
成
に
努
め
る
必
要

予
想
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
も
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
計
画
的

宅
の
質
的
向
上
を
求
め
る
傾
向
が
さ
ら
に
強
く
な
る
も
の
と

今
後
、
床
面
積
の
広
さ
や
利
便
性
、
住
居
環
境
な
ど
、
住

数
の
推
移
は
表
7

|

2
の
と
お
り
で
あ
る
。

表 7-2 世帯数の推移

昭和50年 昭和60年
区 分

世帯数 構成比 世帯数 構成比

持ち家 1,430 83.1 1,592 81.0 

住
公営借家 99 5.8 117 6.0 

普 民 間借 家 101 5.9 156 7.9 

通
給 与社 宅 61 3.5 79 4.0 

宅 間借 り 26 1.5 17 0.9 
世

小計 1,717 99.8 1,961 99.8 
砥市

寄宿舎 4 0.2 4 0.2 

計 1,721 100.0 1,965 100.0 

準 世 市羹 59 37 

総 計 1,780 1,999 

1世帯当たりの人口 4.36 3.75 

資料：国勢調査
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第 7章 環境の整備

な
環
境
づ
く
り
を
前
提
に
道
路
・
下
水
道
・
公
園
・
緑
地
な
ど
、
住
宅
関
連
施
設
を
可
能
な
限
り
先
行
し
整
備
す
る
。

ま
た
、
企
業
誘
致
や
原
子
力
発
電
所
の
建
設
に
伴
う
従
業
員
住
宅
用
地
の
確
保
と
、
一
般
宅
地
需
要
に
こ
た
え
る
た
め
の
計
画
的

な
宅
地
供
給
を
推
進
す
る
。

持
ち
家
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金
融
公
庫
お
よ
び
民
間
住
宅
ロ
ー
ン
の
融
資
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
力
建

設
の
促
進
を
図
る
。
民
間
に
よ
る
宅
地
開
発
に
つ
い
て
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
無
秩
序
な
造
成
を
防
止
し
、
都
市
的
土
地
利
用
区
域

内
の
造
成
を
勧
め
、
良
好
な
居
住
環
境
の
維
持
を
念
頭
に
適
正
な
開
発
を
指
導
す
る
。

公
営
住
宅
に
関
す
る
施
策
と
し
て
は
、
住
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
既
設
の
老
朽
住
宅
、
特
に
築
後
四

0
年
を
超
え
る
大
間
平
団

地
の
老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え
が
急
が
れ
る
。
ほ
か
に
も
住
居
改
善
の
促
進
、
生
活
環
境
の
向
上
に
対
応
し
た
住
宅
規
模
と
環
境
づ

く
り
に
努
め
、
住
宅
入
居
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
施
設
や
広
場
な
ど
の
整
備
を
図
り
、
隣
人
同
士
の
融

和
と
連
帯
意
識
の
高
揚
が
望
ま
れ
る
。

新
規
建
築
一

0
戸）

当
町
で
は
当
面
、
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
い
る
大
間
平
の
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、
平
成
六
年
(
-
九
九
四
）
度
に
一

0
戸
の
建
て
直

し
を
手
始
め
と
す
る
「
青
森
県
公
共
住
宅
建
替
促
進
計
画
」
を
進
行
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
計
画
前
期
（
平
成
四
ー
八
年
）

は
同
六
年
一

0
戸
、
七
年
一

0
戸
、
八
年
一

0
戸
、
計
画
後
期
（
同
九
ー
十
三
年
）
は
同
九
年
一

0
戸
、
十
年
一

0
戸
、
十
一
年
一

0
戸
、
十
二
年
九
戸
、
十
三
年
一

0
戸
、
そ
の
後
平
成
十
四
ー
ニ
十
三
年
に
四

0
戸
、
合
計
―
一
九
戸
（
う
ち
建
て
替
え
一

0
九
戸
、

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
住
宅
は

R
C
C
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
三
階
建
て
、
耐
用
年
数
七

0
年
と
い
う
、
高
齢
者
層
と
省
エ
ネ
基
準
に
対
応
・

対
処
し
た
住
宅
で
あ
る
。
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第 2節 上水道事業

大
間
町
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
三
十
一
(
-
九
五
六
）
ー
三
十
二
年
に
奥
戸
川
・
小
川
代
川
を
水
源
と
す
る
簡
易

水
道
の
創
設
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同
三
十
七
ー
三
十
八
年
に
は
奥
戸
地
区
簡
易
水
道
を
創
設
し
、
翌
三
十

九
年
に
両
簡
易
水
道
を
統
合
し
、
大
間
上
水
道
事
業
と
し
て
経
営
変
更
を
行
い
公
営
企
業
化
を
図
っ
た
。
こ
の
当
時
の
計
画
給
水
人

口
は
八

0
0
0
人
、
計
画
一
日
最
大
給
水
量
は
―
二

0
0
ト
ン
だ
っ
た
が
、
実
際
は
七
五

0
0
人
台
、
一
五

0
0
ト
ン
以
下
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
計
画
一
日
最
大
給
水
量
を
四
十
四
年
に
一
六

0
0
ト
ン
、
四
十
七
年
に
は
二
四

0
0
ト
ン
に
変
更
し
、
五
十
六
年
に
は

奥
戸
川
伏
流
水
が
河
床
低
下
の
影
響
を
受
け
て
取
水
量
が
減
少
し
、
水
利
権
を
得
て
表
流
水
に
変
更
し
た
。

取
水
し
た
水
に
は
不
純
物
が
混
じ
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
飲
用
に
適
さ
ず
浄
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
浄
水
場

は
七
郎
平
と
ニ
ッ
石
の
二
か
所
に
あ
り
、
奥
戸
川
か
ら
取
っ
た
水
は
ニ
ツ
石
か
ら
小
奥
戸
を
通
り
、
七
郎
平
の
大
間
浄
水
場
に
運
ば

れ
、
小
川
代
川
か
ら
取
っ
た
水
は
奥
戸
大
川
目
を
通
っ
て
ニ
ッ
石
浄
水
場
に
運
ば
れ
る
。
大
間
・
ニ
ッ
石
の
二
浄
水
場
に
運
ば
れ
た

水
は
「
緩
速
濾
過
方
式
」
に
よ
っ
て
浄
水
さ
れ
る
。

緩
速
濾
過
方
式
と
は
、
大
き
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
升
に
砂
を
入
れ
、
そ
の
砂
の
層
に
水
を
通
し
、
砂
の
層
に
生
じ
る
ゼ
ラ
チ
ン

簡
易
水
道
完

成
と
浄
水
場

第
二
節

上
水
道
事
業

上
水
道
事
業
の
あ
ゆ
み
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第 7章 環境の整備

表 7-3 上水道給水施設状況調べ

: 区分

1日当た 公称施設 I 8 I人

行政区域 年間 1日最大 り平均 給水 導記水管 能力 IB 給水計画 当たり計
給水戸数 給水人日 水源

人 口 給水量 給水量 給水量 普及率 延長 当たり 人口 画給水量

人 戸 人 m' m' m• ％ m m' 人 t 

昭和57 7,701 2,103 7,669 565,610 2,023 1,550 99.58 31,216 表流水3 2,400 8,000 300 

58 7,661 2,124 7,629 611,220 2,046 1,669 99.58 32,244 ＂ ＂ ＂ ＂ 
59 7,625 2,162 7,598 616,490 2,126 1,688 99.64 32,914 ＂ ＂ ＂ ＂ 
60 7,559 2,200 7,510 616,850 2,163 1,690 99.35 33,265 ＂ ＂ ＂ ＂ 
61 7,625 2,249 7,598 689,850 2,126 1,890 99.64 33,932 ＂ ” ＂ ” 
62 7,539 2,290 7,470 692,378 2,132 1,897 99.10 34,039 ＂ ” ＂ ＂ 
63 7,391 2,319 7,324 692,770 2,526 1,898 99.10 34,956 ＂ 

II 

＂ ＂ 
平成元 7,332 2,187 7,265 724,890 2,837 1,986 99.10 35,715 ＂ 

II II ” 
2 7,180 2,168 7,096 706,092 2,845 1,934 98.80 36,734 ＂ ＂ ＂ ＂ 

状
の
微
生
物
の
膜
に
よ
っ
て
、
不
純
物
や
細
菌
な
ど
の
通
過
を
止
め
、

有
機
物
な
ど
を
分
解
し
て
水
を
浄
化
す
る
方
法
で
あ
る
。

こ
う
し
て
飲
用
水
に
な
っ
た
水
は
大
間
浄
水
場
か
ら
大
間
地
区
の

集
落
へ
、
ニ
ッ
石
浄
水
場
か
ら
は
奥
戸
・
材
木
地
区
の
各
家
庭
へ
配

水
管
を
通
っ
て
配
ら
れ
る
。
配
水
管
の
総
延
長
は
、
大
間
・
奥
戸
・

材
木
地
区
で
二
万
八
五
三

0
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
る
。

一
日
に
使
用
さ
れ
る
水
の
量
を
平
成
元
年
度
の
数

字
で
見
る
と
、
大
間
町
全
体
で
一
年
間
を
平
均
す

ト
ル
と
な
る
。
こ
の
一
八
八
リ
ッ
ト
ル
の
水
に
は
飲
食
店
・
工
場
・

学
校
・
病
院
な
ど
の
使
用
量
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
除
い
た

家
庭
だ
け
で
使
用
す
る
量
は
一
四
八
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
。

こ
れ
を
昭
和
五
十
五
年
(
-
九
八

0
)
の
数
字
で
見
る
と
、
町
の

一
日
当
た
り
平
均
で
一

0
七
九
ト
ン
、

リ
ッ
ト
ル
、
家
庭
だ
け
の
一
人
一
日
平
均
は
一

0
九
リ
ッ
ト
ル
で
あ

り
、
平
成
元
年
(
-
九
八
九
）
と
比
較
し
て
約
三

0
％
の
増
加
で
あ
る
。

そ
こ
で
近
未
来
の
使
用
量
を
予
測
す
る
と
、
生
活
様
式
の
変
化
や

生
活
水
準
の
向
上
な
ど
、
水
需
要
に
影
響
を
及
ぼ
す
さ
ま
ざ
ま
な
要

一
人
一
日
の
平
均
が
一
四
七

る
と
一
日
当
た
り
一
三
六
四
ト
ン
、
町
民
一
人
当
た
り
一
八
八
リ
ッ

水
使
用
量
の

増
加
と
今
後
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第 2節 上水道事業

行
、
水
洗
便
所
の
普
及
、

給
水
量
四
四

0
0
ト
ン
ヘ

振
興
が
図
ら
れ
、
各
産
業
用
水
の
増
加
な
ど
を
予
測
す
る
と
、
大
量
の
水
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

基
本
計
画
と
奥
戸
ダ
ム

平
成
三
年
(
-
九
九
一
）

に
至
っ
て
、
元
年
度
の
一
日
最
大
給
水
塁
の
実
績
値
が
一
一
八
三
七
ト
ン
と
、

能
力
を
超
え
る
状
況
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
原
発
立
地
を
中
心
と
し
た
い
っ
そ
う
の
地
域
振
興
、
核
家
族
化
の
進

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
な
ど
、
生
活
水
準
の
向
上
に
伴
う
水
需
要
塁
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
新
規

水
源
の
確
保
は
絶
対
条
件
と
な
っ
た
。

水
道
施
設
と
い
う
も
の
は
、
水
需
要
の
一
日
平
均
で
は
な
く
、
最
大
使
用
量
に
合
わ
せ
て
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

写真 7-2 大間浄水場

写真 7-3 奥戸ニッ石浄水場

写真 7-4 上水道施設

つ
ま
り

素
を
勘
案
し
た
結
果
、
平
成
二

成
元
年
度
の
約
四
五
％
増
と
な

既
に
施
設

子
力
発
電
所
立
地
に
伴
う
地
域

公
共
施
設
の
整
備
が
進
み
、
原

る
。
さ
ら
に
病
院
や
学
校
な
ど

リ
ッ
ト
ル
と
な
り

）
れ
は
平

7
ー

1
に
示
す
と
お
り
ニ
―
四

人
一
日
平
均
の
水
使
用
量
は
図

十
年
度
に
お
け
る
家
庭
で
の
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第 7章 環境の整備

図 7-1

平成元年度

水の用途の変化

平成20年度

■l風呂用

●洗濯用

薗飲食用

冒l手洗い・洗面用

区洗車用

こ］水洗用

日その他

計
画
期
間

計
画
給
水
人
口

予
測
さ
れ
る
一
日
最
大
の
水
需
要
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
、
大
間
町
の
場
合

で
は
例
年
八
月
上
旬
に
そ
の
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。

平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
一
日
最
大
の
水
需
要
は
家
庭
用
、
営
業
・
業
務

用
（
公
共
施
設
を
含
む
）
、
工
場
用
、
そ
し
て
原
子
力
発
電
所
用
を
合
算
し

て
、
四
四

0
0
ト
ン
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
現
有
設
備
は
二

四
0
0
ト
ン
の
給
水
能
力
し
か
な
い
上
に
、
施
設
そ
の
も
の
が
共
用
開
始
以

来
三

0
年
以
上
を
経
過
し
て
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
加
え
て
当
町
の
水
道

が
持
つ
水
質
問
題
（
赤
水
）
を
根
本
的
に
解
消
す
る
設
備
も
整
備
さ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
平
成
二
年
四
月
、
上
水
道
設
備
の
抜
本
的
改
善
を
め
ざ
し
、
法
令

に
基
づ
い
た
設
備
の
新
設
•
更
新
を
内
容
と
す
る
「
大
間
町
上
水
道
設
備
甚

本
計
画
」
を
策
定
し
た
。
そ
れ
が
平
成
二
十
年
度
を
目
標
と
し
た
次
の
浄
．

配
水
な
ど
の
整
備
計
画
で
あ
る
。

平
成
三
ー
ニ
十
年
度

七
0
二
0
人

計
画
一
日
最
大
給
水
量

総
事
業
費

約
二
七
億
円

四
四

0
0
ト
ン

こ
の
た
め
、
現
在
奥
戸
川
上
流
に
計
画
さ
れ
て
い
る
奥
戸
ダ
ム
建
設
に
参
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第 2節 上水道事業

を
図
る
。

④ ③ ② 
加
す
る
事
業
認
可
を
得
て
、
現
在
も
施
設
の
改
良
•
新
設
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
な
お
、
奥
戸
ダ
ム
か
ら
の
配
水
は
平
成
十

一
年
度
の
予
定
で
あ
り
、
こ
の
間
は
暫
定
水
源
と
し
て
地
下
水
を
開
発
し
、
こ
れ
に
充
て
て
い
る
。

一
方
、
平
成
五
年
に
は
老
朽
管
更
新
事
業
制
度
を
導
入
し
、
石
綿
、
セ
メ
ン
ト
管
の
敷
設
替
え
を
実
施
し
て
い
る
。

当
町
の
上
水
道
事
業
の
方
向
づ
け
と
し
て
は
、

①
 
各
種
産
業
の
振
興
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
、

合
的
な
計
画
を
早
期
に
樹
立
す
る
。

次
の
四
点
を
施
策
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
。

企
業
立
地
、
都
市
化
の
進
展
な
ど
、
水
需
要
の
増
大
に
対
処
す
る
た
め
、
総

新
水
源
の
確
保
策
と
し
て
、
奥
戸
川
取
水
池
の
下
流
に
取
水
井
を
掘
削
し
伏
流
水
の
確
保
に
努
め
る
。

ニ
ッ
石
地
区
の
高
台
に
容
量
一
五

0
0
ト
ン
の
配
水
池
の
新
設
を
検
討
す
る
。

水
源
施
設
の
増
強
に
よ
り
、
取
水
ポ
ン
プ
・
放
水
ポ
ン
プ
な
ど
の
交
換
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
維
持
管
理
の
合
理
化
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第7章 環境の整備

と
び
き
り
の
高
級
品
だ
っ
た
ラ
ジ
オ
の
普
及
は
当
然
遅
か
っ
た
。

大
正
九
年
(
-
九
二

0
)

一
月
、
大
湊
電
灯
株
式
会
社
の
第
九
期
株
主
総
会
で
「
大
畑
村
か
ら
佐
井
村
ま
で
の
電

気
導
入
」
が
決
議
さ
れ
、
こ
れ
が
大
間
町
の
電
気
の
歴
史
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。
同
年
五
月
か
ら
早
速
約
ニ
ニ
万

円
を
か
け
、
右
記
区
間
四
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
測
量
を
開
始
し
た
。

翌
十
年
一
月
二
十
八
日
、
本
工
事
に
使
用
す
る
資
材
と
し
て
、
電
柱
用
材
八
二
七
本
、
根
架
丸
太
材
三
二
五

0
本
の
地
元
調
達
に

乗
り
出
し
、
地
元
紙
の
『
下
北
新
報
」
に
購
買
広
告
を
掲
載
、
入
札
後
の
四
月
下
旬
か
ら
外
線
工
事
に
着
手
し
た
。
内
線
工
事
も
並

行
し
て
行
わ
れ
、
七
月
二
十
二
日
に
は
下
風
呂
ま
で
の
配
電
工
事
が
終
了
し
、
沿
線
各
戸
に
点
灯
し
た
。
大
間
・
佐
井
の
内
線
工
事

が
す
べ
て
完
了
し
、
待
望
の
電
気
が
点
灯
し
た
の
は
九
月
七
日
で
あ
っ
た
。
十
一
月
二
十
四
日
、
大
間
散
宿
所
（
字
大
間
九
九
）
が

竣
工
設
置
さ
れ
、
営
業
を
開
始
し
た
。

な
お
、
大
間
町
に
ラ
ジ
オ
が
入
っ
て
き
た
の
は
昭
和
九
年
(
-
九
三
四
）
で
三
台
、
同
十
年
に
五
台
、
同
十
一
年
で
一
―
台
と
、

大
間
に
電
気

が
つ
い
た
日

第
三
節大

間
町
の
電
気

電
気
・
石
油
事
業
の
あ
ゆ
み
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第 3節 電気・石油事業のあゆみ

難
視
聴
域
の

解
消
が
先
決

大
間
町
の
テ
レ
ビ

昭
和
三
十
二
年
(
-
九
五
七
）
三
月
二
十
二
日
、
北
海
道
函
館
山
の
頂

聴
で
き
る
電
波
は
N
H
K

函
館
、
H
B
C

函
館
•
S
T
V

札
幌
で
、

主
体
と
し
た
テ
レ
ビ
放
送
で
、
日
常
の
ニ
ュ
ー
ス
も
す
べ
て
北
海
道
の
内
容
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
そ
の
上
、
受
像
機
そ
の
も
の
も
三
十
五
年
の
段
階
で
二

0
1
台
、
普
及
率
は
一
四
・

三
％
で
あ
っ
た
。

上
か
ら

N
H
K
函
館
テ
レ
ビ
が
放
送
を
開
始
し
た
。
し
か
し
大
間
で
視

い
ず
れ
も
北
海
道
を

こ
の
僻
地
難
聴
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
、
青
森
県
で
放
送
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
電
波
が
大

間
町
の
家
庭
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
―
一
年
を
経
た
四

十
三
年
十
二
月
十
日
か
ら
で
あ
っ
た
。

に
六
基
の
受
信
塔
と
、

N
H
K
青
森
と

R
A
B
青
森
の
両
社
が
、
総
工
費
一
五

0
0
万
円
を
投
じ
て
西
吹
付
山
頂
上

そ
の
後
、
テ
レ
ビ
の
普
及
は
順
調
に
進
み
、

七
郎
平
の
丘
上
に
高
さ
三
六
・
五
メ
ー
ト
ル
の
送
信
空
中
線
鉄
塔
を
建
設
し
、
放
送
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

四
十
年
度
に
普
及
率
三
三
％
で
あ
っ
た
の
が
、
同
年
十
二
月

N
H
K
函
館
が
カ
ラ
ー

放
送
を
開
始
し
、
四
十
五
年
に
は
七
五
・
八
％
、

五
十
年
に
は
モ
ノ
ク
ロ
テ
レ
ビ
一

0
九
台
、

カ
ラ
ー
が
一
四
六
二
台
で
八
五
・
三

％
、
六
十
二
年
に
は
二

0
1
0
台
で
九
四
％
と
な
っ
た
。
以
来
県
内
第
一
の
普
及
率
で
あ
る
。
な
お
青
森
か
ら
の
受
信
が
難
し
い
地

域
が
あ
り
、
北
海
道
か
ら
の
放
送
に
頼
っ
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
点
は
、
電
波
行
政
の
遅
れ
を
指
摘
さ
れ
て
も
致
し
方
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
、
難
視
聴
地
域
の
解
消
が
望
ま
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
共
同
受
信
施
設
の
設
罹
が
焦
眉
の
急
と
い
え
よ
う
。

写真 7-5 西吹付山頂のテレビ中継塔
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第 7章 環境の整備

大
間
町
の
石
油
・
ガ
ス

昭
和
五
年
(
-
九
三

0
)
、
大
間
へ
初
め
て
漁
業
用
小
型
エ
ン
ジ
ン
付
き
船
舶
を
函
館
よ
り
御
厩
敷
伊
之
松
・
米
澤
菊
松
が
購
入

し
、
米
澤
菊
松
が
舶
用
エ
ン
ジ
ン
用
燃
料
の
販
売
を
開
始
し
た
。

大
間
で
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
販
売
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
六
日
、
許
可
第
一
号
を
受
け
た
米
澤
菊
太
郎
商
店
で
あ
り
、
以
後
普

及
率
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
前
年
、
大
間
港
に
大
型
爆
弾
の
よ
う
な
物
が
漂
着
し
、
太
平
洋
戦
争
の
不
発
弾
で
は
な
い
か
と
大
騒
ぎ
に

な
っ
た
が
、
調
査
し
た
結
果
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
と
わ
か
っ
た
。
当
時
は
ま
だ
そ
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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第 4節 衛生事業のあゆみ

端
境
期
に
来

た
ご
み
行
政

パ
ッ
カ
ー
車
（
積
載
量
ニ
・
五
ト
ン
）
二
台
、
ト
ラ
ッ
ク

衛
生
事
業
の
あ
ゆ
み

ご
み
処
理
体
系
の
現
況

第
四
節

（
同
ニ
ト
ン
）

一
台
の
計
三

平
成
三
年
(
-
九
九
一
）
現
在
、
大
間
町
の
ご
み
の
年
間
総
排
出
量
は
四
六
三
九
ト
ン

二
九
七
三
ト
ン
、
不
燃
ご
み
が
一
六
六
六
ト
ン
）
で
あ
る
。
町
全
体
が
収
集
区
域
で
収
集
率
は
一

0
0
%。
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
方
式
で
可
燃
ご
み
を
週
三
回
、
不
燃
ご
み
を
一
回
収
集
し
て
い
る
。
事
業
系
の
ご
み
は
す
べ
て
直
接
搬
入
さ
せ
、
可
燃
ご
み

は
焼
却
処
理
、
不
燃
ご
み
は
最
終
処
分
場
で
埋
め
立
て
処
分
し
て
い
る
。
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
直
接
埋
立
場
に
搬
入
さ
せ
た
後
、

可
燃
物
は
ニ
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
焼
却
場
へ
運
び
処
理
し
て
い
る
。

町
が
所
有
し
て
い
る
収
集
・
運
搬
車
は
、

台
で
あ
る
。
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
を
パ
ッ
カ
ー
車
が
収
集
し
、
ト
ラ
ッ
ク
は
パ
ッ
カ
ー
車
が
故
障
し
た
と
き
の
予
備
車
と
し
て
、

ま
た
埋
立
地
へ
直
接
搬
入
さ
れ
た
可
燃
ご
み
を
焼
却
場
ま
で
運
搬
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
施
策
の
方
向
と
し
て
は
、
現
在
は
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
の
二
分
別
‘
ン
ス
テ
ム
を
取
っ
て
い
る
が
、

ご
み
の
再
資
源
化
・
減
量
化
を
考
慮
し
、
さ
ら
に
資
源
ご
み
の
分
別
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
町
で
は
、
ご
み
の
収
集
・
運
搬

を
直
営
で
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
収
集
率
．
収
集
頻
度
な
ど
の
面
か
ら
も
収
集
サ
ー
ビ
ス
は
充
実
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
れ
か
ら
は

（
こ
の
う
ち
可
燃
ご
み
が
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第 7章 環境の整備

図 7-2 ごみ焼却施設の全景

表 7-4 施設の概要

施 至n几 名 大間町塵芥焼却場

所 在 地 大間町内山48番 1号

処理能力 8 t／日

処理方式 機械化バッチ

竣工年月 昭和51年 4月

受入供給設備 なし

余熱利用 あり

事
業
所
ご
み
は
圏
域
に
専
門
の
ご
み
処
理
施
設
が
な
い
た
め

め
に
も
計
量
設
備
は
必
要
で
あ
る
。

て
い
る
。

正
確
な
焼
却
量
を
知
る
た

上
値
の
八

0
％
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

焼
却
施
設
に
計
量
設
備
が
な
い
た
め

で
あ
り
、
実
際
の
焼
却
量
は
現
在
計

を
上
回
っ
て
い
る
が

そ
の
原
因
は

稼
働
日
当
た
り
の
焼
却
量
約
一
〇

ト
ン
は
、
処
理
能
力
の
一
日
八
ト
ン

ご
み
は
焼
却
場
で
焼
却
処
分
さ
れ
、
不
燃
ご
み
は
最
終
処
分
場
で
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
な
ど
の
不
燃
物
に
つ
い
て

は
、
破
砕
機
と
プ
レ
ス
機
に
よ
っ
て
焼
却
灰
．
粗
大
ご
み
と
と
も
に
埋
め
立
て
処
理
し
て
い
る
が
、
そ
の
面
積
は
二
か
所
で
二

0
0

0
平
方
メ
ー
ト
ル
し
か
な
い
。
近
い
将
来
に
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
生
活
の
都
市
化
・
高
度
化
に
伴
い
、
ご
み
の
質
的
変
化
や
排
出

量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
新
た
な
埋
め
立
て
場
所
の
確
保
に
迫
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
焼
却
炉
の
大
型
化
、

粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
を
検
討
す
る
必
要
も
出
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

図
7

—

2

は
焼
却
施
設
の
全
景
、
表
7

ー
4

は
施
設
の
概
要
で
あ
る
。

次
に
、
昭
和
六
十
ニ
ー
平
成
三
年
度
の
五
年
間
に
お
け
る
年
度
別
ご
み
搬
入
量
を

図
7
I
3

、
平
成
元
ー
三
年
度
の
三
年
間
の
焼
却
施
設
稼
働
状
況
を
表7
—
5

に
よ
っ

て
示
す
。

一
部
の
資
源
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
）
を
除
い
て
は
無
料
で
、
可
燃
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第 4節衛生事業のあゆみ

単位・千

3.6 

図 7-3 年度別ごみ処理量の推移
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年度 62 63 元 2 3 

一可燃ごみ

ーーーー不燃ごみ

こ 平成
元

焼却処理量 2,980 
可 燃 物

(t) （外来255)

不燃物 1,713 

(t) （外来826)

焼却残漆量

247.5 
(t) 

稼働日当た
りの焼却量 10.07 
(t／日）

表 7-5 焼却施設処理実績の推移

2 3 4 5 

2,964 2,973 2,987 2,878 
（外来212) （外来215) （外来218) （外来234)

1,713 1,666 1,738 1,511 
（外来754) （外来686) （外来715) （外来622)

244.4 236.7 253.3 232.9 

10.12 10.01 10.02 9.79 

※焼却対象量＝可燃物十不燃物混入可燃物
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6 7 

2,848 2,714 
（外来230) （外米240)

1,623 1,647 
（外来668) （外来678)

205.0 212.0 

9.62 9.17 



第 7章 環境の整備

そ
こ
で
、

は

ざ

か

い

き

旧
施
設
と
新
施
設
建
造
の
端
境
期
に
来
て
い
る
と
も
い
え
る
大
間
町
ご
み
行
政
の
向
上
に
向
け
て
、
長
期
的
に
安
定
確

保
が
可
能
な
、
か
つ
公
害
の
な
い
衛
生
的
な
最
終
処
分
場
が
建
設
さ
れ
た
。

最
終
処
分
場
の
新
設

現
在
大
間
町
で
は
、
町
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
う
ち
、
可
燃
ご
み
は
大
間
町
ご
み
処
理
施
設
（
昭
和
五
十
一

ざ

ん

さ

年
〈
一
九
七
六
〉
四
月
竣
工
、
処
理
能
力
日
量
八
ト
ン
）
で
全
量
焼
却
処
理
し
、
焼
却
残
漆
お
よ
び
不
燃
ご
み
は

隣
接
す
る
大
間
町
内
山
処
分
場
（
昭
和
五
十
一
年
度
供
用
）
で
埋
め
立
て
処
分
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
内
山
処
分
場
は
「
技
術
上
の
基
準
」
が
定
め
ら
れ
た
五
十
二
年
以
前
に
開
設
さ
れ
た
処
分
場
で
あ
り
、

公
害
防
止
施
設

四
月
供
用
を
開
始
し
た
。
埋
立
処
分
場
の
建
設
計
画
に
当
た
っ
て
の
目
標
は
次
の

が
ほ
と
ん
ど
備
わ
っ
て
い
な
い
上
に
、
平
成
七
年
(
-
九
九
五
）
度
い
っ
ぱ
い
で
埋
め
立
て
完
了
の
見
込
み
で
あ
り
、
公
害
防
止
の

観
点
を
含
め
て
早
急
な
最
終
処
分
場
の
建
設
が
必
要
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
大
間
町
で
は
、
ご
み
処
理
施
設
に
隣
接
す
る
大
間
町
内
山
地
内
の
町
有
地
を
最
終
処
分
場
用
地
と
し
て
施
設
建
設
を
行
う

こ
と
と
し
、
平
成
八
年
三
月
二
十
八
日
に
完
成
、

三
点
で
あ
る
。

①
 

②
 

③
 

埋
立
地
の
延
命
化

埋
立
地
の
構
造
的
安
定
化

公
害
の
な
い
衛
生
的
な
処
分
場

一
定
の
基
準
に
基
づ
い
た
施
設
工
事
に
よ
っ
て
本
事
業
が
完
成
。
衛
生
的
な
埋
立
地
が
約
一
五
年
間
確
保
さ
れ
、
住
民
の
生
活
環

平
成
七
年
で

埋
立
地
満
杯
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第 4節 衛生事業のあゆみ

焼
却
残
清

不
燃
物

一
万
五
四
七
六
ト
ン

埋
立
面
積

年
間
平
均
処
分
量

埋
立
可
能
年
数

0
埋
立
対
象
物
と
量

二
九
―
―
―
・
七
ト
ン

一
五
年

一
七
八
六
立
方
メ
ー
ト
ル

六
五

0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

処
理
（
処
分
能
力
）

二
万
七

0
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル

〇
処
理
能
力

0
全
体
事
業平

成
八
年
―
二
月
一
―
十
八
日

〇
処
理
対
象
人
口

埋
立
開
始
予
定
年
度
（
平
成
八
年
度
）

計
画

H
標
年
次
（
平
成
二
十
二
年
度
）

竣
工

着
工
平
成
六
年
七
月
十
八
日

竣
工

着
工
平
成
六
年
七
月
十
八
日

0
当
該
年
度
事
業

平
成
七
年
三
月
三
十
一
日

境
の
保
全
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

七
―
―
一
人

七
二
六
一
人

写真 7-7 大間クリーンセンター・一般

廃棄物最終処分場

写真 7-6 塵芥焼却場
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第 7章 環境の整備

も
あ
る
。

課
題
山
積
の

下
水
道
行
政

③
 

二
万
四
五

0
九
・
七
ト
ン

な
お
、
長
期
的
展
望
と
し
て
と
ら
え
た
今
後
の
ご
み
行
政
の
課
題
と
し
て
、

一
人
一
日
平
均
総
排
出
ご
み
量
が
非
常
に
多
い
た
め
、
ご
み
の
発
生
抑
制
を
図
る
。

処
分
場
の
延
命
を
図
り
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
中
間
処
理
施
設
で
行
う
た
め
に
、
ご
み
処
理
施
設
・
資
源
化
施
設
を

検
討
す
る
。

住
民
に
対
し
て
ご
み
の
減
量
化
・
有
効
化
の
啓
発
に
努
め
、
ご
み
排
出
段
階
で
の
減
量
化
・
資
源
化
を
進
め
る
。

下
水
道
と
し
尿
処
理

大
間
町
に
は
下
水
道
が
全
く
な
く
、
町
内
の
排
水
路
に
つ
い
て
は
用
水
堰
・
道
路
側
溝
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
終
末
処
理
に
関
し
て
も
施
設
が
皆
無
で
あ
る
た
め
、
は
と
ん
ど
河
川
や
海
に
直
接

排
水
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
既
に
河
川
や
海
域
の
汚
染
が
取
り
沙
汰
さ
れ
始
め
て
い
る
。

ま
た
、
大
間
地
区
に
は
低
地
や
平
坦
地
が
多
い
た
め
自
然
排
水
溝
の
位
置
が
低
く
、
排
水
時
に
逆
流
し
て
そ
の
機
能
を
失
う
場
合

る
た
め
、

今
後
の
施
策
方
向
と
し
て
は
、
市
街
地
お
よ
び
周
辺
部
の
人
口
増
加
、
宅
地
開
発
が
ま
す
ま
す
進
展
し
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ

下
水
路
整
備
は
特
に
緊
急
を
要
す
る
地
域
か
ら
道
路
側
溝
と
の
調
整
を
取
り
な
が
ら
、
積
極
的
な
整
備
と
改
修
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
、

② ① 

計
覆十一

六
―
ニ
ー
ト
ン

次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
般
家
庭
の
浄
化
槽
施
設
の
普
及
に
伴
い
、
環
境
衛
生
思
想
の
高
揚
を
図
る
必
要
も
生
じ
て
い
る
。

（
換
算
係
数
一
・

0
1
一
立
方
メ
ー
ト
ル
／
ト
ン
）
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第 4節 衛生事業のあゆみ

市
街
地
や
周
辺
部
に
お
け
る
汚
水
の
停
滞
、
河
川
や
農
地
へ
の
流
入
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
雨
水
に
よ
る
浸
水
被
害
の
解
消
な

ど
、
よ
り
良
好
な
住
環
境
の
改
善
に
向
け
、
将
来
的
に
は
公
共
下
水
道
・
終
末
処
理
場
の
建
設
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

大
間
に
一
六

0
キ
ロ
大
間
の
産
業
で
農
業
が
占
め
る
部
分
は
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も
戦
後
の
二

0
年
弱
は
各
家
庭
が
持
っ
て
い

リ
ッ
ト
ル
中
継
槽
た
畑
な
ど
の
肥
料
と
し
て
し
尿
が
活
用
さ
れ
て
い
た
。
有
限
会
社
大
間
運
輸
が
し
尿
の
汲
み
取
り
業
務
を

始
め
た
の
は
昭
和
三
十
九
年
(
-
九
六
四
）
で
、
こ
れ
が
大
間
に
お
け
る
し
尿
処
理
業
務
の
最
初
で
あ
っ
た
。
汲
み
取
っ
た
し
尿
は

大
間
平
の
火
薬
庫
（
砲
台
）
跡
地
に
埋
め
捨
て
ら
れ
て
い
た
。

以
下
、
し
尿
処
理
施
設
の
あ
ゆ
み
を
簡
単
に
追
っ
て
み
る
。

0
昭
和
四
十
一
年
五
月
三
十
一
日

0
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
十
一
日

0
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日

0
昭
和
四
十
三
年
十
月

0
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日

野
辺
地
町
）

む
つ
衛
生
セ
ン
タ
ー
第
一
期
工
事
完
成
、
試
験
操
業
（
処
理
能
力
五

0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）

む
つ
衛
生
セ
ン
タ
ー
第
一
期
工
事
施
設
本
操
業

大
間
町
で
初
め
て
浄
化
槽
使
用
開
始

む
つ
地
区
環
境
整
備
組
合
に
大
間
町
が
参
加
（
ほ
か
に
川
内
町
・
佐
井
村
・
風
間
浦
村
・
東
通
村
・

0
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日

大
間
町
大
字
大
間
字
大
間
平
四
七
番
に
第
一
中
継
槽
六

0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
一
基
建
設

0
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
む
つ
衛
生
セ
ン
タ
ー
第
二
期
工
事
完
成
、
操
業
（
処
理
能
力
五

0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）

大
間
町
が
し
尿
処
理
を
開
始

0
昭
和
四
十
九
年
九
月
九
日

0
昭
和
四
十
六
年
度

六
ケ
所
村
が
組
合
加
入

成
市
町
村
11
む
つ
市
・
大
畑
町
・
横
浜
町
・
脇
野
沢
村
）

「
む
つ
衛
生
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
母
体
で
あ
る
「
む
つ
地
区
環
境
整
備
組
合
」
設
立
認
可
（
構
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第 7章 環境の整備

が
多
い
。

正
し
く
使
い

た
い
浄
化
槽

ロ
リ
ッ
ト
ル

0

昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日

0
昭
和
五
十
九
年
度

0
平
成
元
年
三
月
三
十
一
日

前
述
の
よ
う
に
、

設
置
母
体
で
あ
る
「
む
つ
地
区
環
境
整
備
組
合
」
が
「
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
」
と
統
合

の
た
め
解
散
し
、
施
設
は
同
組
合
に
継
承
、
運
営
さ
れ
る

し
尿
処
理
は
現
在
下
北
部
・
上
北
郡
内
の
一
市
五
町
五
村
の
一
部
事
務
組
合
に
よ
り
、

―
1
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
処
理
能
力
施
設
で
共
同
処
理
し
て
い
る
。
組
合
全
体
の
総
排
出
量
は
年
間
七
万
一
四
一
二
九

（
一
八
・
一
％
）

間
町
に
は
風
間
浦
村
・
佐
井
村
を
含
め
た
一
町
二
村
分
の
中
継
槽
が
大
間
平
で
稼
働
中
で
あ
る
。

組
合
全
体
の
衛
生
処
理
率
は
八
一
・
九
％
、
大
間
町
の
年
間
総
排
出
量
は
三
五
七
六
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
あ
り
、

に
当
た
る
二
六

0
四
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
が
収
集
さ
れ
、
九
七
ニ
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
が
自
家
処
理
さ
れ
て
い
る

今
後
の
施
策
方
向
と
し
て
は
、
増
加
す
る
処
理
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
全
最
収
集
を
目
標
に
し
た
処
理
施
設
の
整
備
を
図
る
こ

と
。
し
尿
を
円
滑
か
つ
衛
生
的
に
処
理
す
る
た
め
、
収
集
業
者
に
対
し
収
集
機
材
の
充
実
と
適
正
な
指
導
を
行
う
こ
と
。
浄
化
槽
の

構
造
・
設
置
・
維
持
管
理
に
関
す
る
指
導
基
準
を
定
め
て
環
境
汚
染
の
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

図
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

全
量
収
集
を

目
標
に
整
備

で
あ
る
。
収
集
業
務
は
組
合
が
許
可
業
者
を
指
定
し
、
汲
み
取
り
お
よ
び
運
搬
を
行
っ
て
お
り
、
大

世
帯
が
一
一
七
六
器
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、

大
間
町
に
お
い
て
も
浄
化
槽
を
設
憚
す
る
家
屋
が
増
え
て
お
り
、
現
在
の
設
置
器
数
は
三
二
七
器
で
、
う
ち
一
般

そ
の
管
理
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
の
指
導
に
待
つ
と
こ
ろ

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で

こ
の
う
ち
収
集
処
理
量
は
五
万
八
五
―

1
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

こ
の
七
ニ
・
八
％

（
平
成
二
年
度
）
。

そ
し
て
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
を

（
八
一
・
九
％
）
、
自
家
処
理
は
一
万
二
九
一
九
キ

大
間
平
に
第
二
中
継
槽
一

0
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
一
基
建
設

一
日

む
つ
衛
生
セ
ン
タ
ー
第
二
期
工
事
完
成
、
操
業
（
処
理
能
カ
―
―

1
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）
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第 4節 衛生事業のあゆみ

H

大
間
共
同
墓
地

適
正
管
理
と

公

園

化

を
四

モ
ー
タ
ー
な
ど
の
保
守
点
検

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
、
使
用
者
（
設
置
者
）
は
県
へ
事
前
に
設
置
届
を
提
出
す
る
義
務
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
浄
化

槽
が
正
常
に
機
能
を
果
た
し
、
そ
の
放
流
水
が
適
正
な
水
質
に
ま
で
浄
化
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
定
期
的
に
維
持
管
理
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

汚
泥
の
点
検
、
調
整
、
除
去

①
 

②
 

③
消
毒
薬
の
補
給

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
浄
化
槽
維
持
管
理
士
の
資
格
を
持
っ
た
人
と
契
約
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
維
持
管
理
の
料
金
は
使
用
者

の
負
担
で
あ
り
、
契
約
後
は
専
門
業
者
が
定
期
的
に
点
検
や
清
掃
の
任
を
負
う
が
、
こ
の
契
約
を
せ
ず
に
浄
化
槽
を
設
罹
し
、
側
溝

な
ど
へ
垂
れ
流
し
を
す
る
こ
と
で
公
害
問
題
を
引
き
起
こ
す
結
果
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
も
指
導
基
準
の
設
定
が
望
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

な
っ
た
）
。

墓
地
と
葬
斎
場

大
間
町
に
は
古
く
か
ら
数
か
所
に
墓
地
が
あ
り
、
昭
和
二
十
三
年
(
-
九
四
八
）
ご
ろ
ま
で
は
年
間
五

0
体
前
後

の
処
理
を
行
っ
て
き
た

（
こ
の
こ
ろ
ま
で
は
火
葬
よ
り
上
葬
の
方
が
多
く
、

二
十
四
年
以
降
は
は
と
ん
ど
火
葬
に

古
く
は
大
字
大
間
字
大
間
九
七
ー
ニ
の
阿
弥
陀
寺
の
横
隣
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
年
七
月
に
大
字
大
間
字
山
道
四
の
大
間
墓
園
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第 7章 環境の整備

（二 H

大
間
地
区

近
代
設
備
の

葬
斎
場
完
成

材
木
地
区
共
同
墓
地

（二 へ
移
転
し
た
。

に）

一
万
八

0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
五
四
五
五
坪
）

そ
の
後
、
平
成
四
年
(
-
九
九
二
）

の
町
有
地
で
、
移
転
完
了
ま
で
に
数
年
を
要
し
て
い
る
。

十
二
月
、
残
り
の
約
六
五

0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

字
山
道
七
お
よ
び
山
道
八
に
大
間
町
墓
園
を
拡
張
、
建
設
し
た
。

大
間
に
は
こ
の
ほ
か
、
大
字
大
間
字
大
間
平
二
八
ー
一
六
に
円
融
寺
の
墓
地
が
あ
る
。

奥
戸
地
区

性
寺
分
院
、

字
奥
戸
六
九
ー
一
の
信
願
寺
、
字
奥
戸
九
三
ー
ニ
の
崇
徳
寺
、
字
奥
戸
一
五
七
ー
ニ
の
長
弘
寺
、

の
以
上
四
か
所
に
墓
地
が
あ
る
。

古
く
大
字
奥
戸
字
材
木
川
目
四

0
に
あ
っ
た
も
の
を
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
に
大
字
奥
戸
字
八
森
四
ー
一
へ
移
転
し
て
い
る
。

今
後
も
墓
地
の
需
要
増
に
対
処
す
る
た
め
、
未
整
備
個
所
の
整
備
と
、
町
営
墓
地
の
適
正
な
管
理
、
公
園
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

大
間
町
で
の
火
葬
は
長
い
間
、
大
間
・
奥
戸
・
材
木
の
三
地
区
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
土
葬
か
ら
火
葬
へ
と
い
う

時
代
の
経
過
を
経
て
、
最
初
の
町
営
火
葬
場
が
完
成
し
た
昭
和
二
十
四
年
(
-
九
四
九
）

行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
平
成
七
年
(
-
九
九
五
）

つ
町
営
の
大
間
町
斎
場
（
や
す
ら
ぎ
苑
）

大
字
大
間
字
寺
道
―
一
七
ー
一
に
野
焼
き
の
施
設
が
あ
り
、

そ
の
後
、
大
字
大
間
字
冷
水
五
一
ー
七
一
へ
移
転
し
、
さ
ら
に
割
石
六

ま
き

ー
一
五
七
に
移
転
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
火
葬
の
た
び
に
薪
を
毎
戸
一
本
ず
つ
拠
出
す
る
の
が
習
わ
し
に
な
っ
て
い
た
。

奥
戸
地
区

が
完
成
し
た
。

一
か
所
で

（
約
一
九
七

0
坪
）
を
整
備
し
、
大
字
大
間

お
よ
び
字
焼
畑
三
一
ー
一
の
法

一
月
以
降
、

三
月
に
は
老
朽
化
の
目
立
っ
て
い
た
町
営
火
葬
場
に
代
わ
り
近
代
的
装
備
を
持
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第 4節 衛生事業のあゆみ

炉
前
ホ
ー
ル

待
合
ロ
ビ
ー

炉

室

機

械

室
収
骨
室

で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て

（四）

大
字
奥
戸
字
焼
畑
三
一
ー
一
に
野
焼
き
の
施
設
が
あ
り
、
当
時
は
火
葬
の
た
び
に
薪
一
本
を
毎
戸
拠
出
し
た
。

（
通
称
石
切
場
）

大
間
町
斎
場
・
や
す
ら
ぎ
苑

に
野
焼
ぎ
の
施
設
が
あ
り
、

火
葬
の
た
び
に
薪
一
本
を
各
戸
が
拠
出
し
た
。

大
間
町
で
は
最
初
の
共
同
火
葬
場
と
し
て
、
昭
和
―
―
十
四
年
一
月
、
大
字
大
間
字
山
道
四
一
ニ
ー
五
に
町
営
火
葬
場
が
建
設
さ
れ
た

が
、
築
後
四
五
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
し
て
ぎ
た
た
め
、
平
成
六
年
春
に
新
し
い
斎
場
の
建
設
に
着
手
し
、
翌
平
成
七
年
三
月
末
に

竣
工
。
同
月
、
落
慶
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
。
新
し
い
斎
場
や
す
ら
ぎ
苑
は
、
従
来
の
火
葬
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
煤
煙
・
悪

臭
・
騒
音
な
ど
の
公
害
の
な
い
、
周
囲
の
環
境
を
十
分
考
慮
し
て
自
然
と
調
和
し
た
建
物
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
近
代
的
施
設
で

あ
る
と
同
時
に
人
生
の
終
焉
に
ふ
さ
わ
し
い
荘
厳
性
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。

場
所
は
大
間
町
大
字
大
間
字
内
山
四
八
ー
一
で
、
国
道
二
七
九
号
線
バ
イ
パ
ス
か
ら
奥
戸
に
向
か
う
町
道
、
大
間
・
奥
戸
線
の
そ

ば
に
あ
り
、
針
葉
樹
や
広
葉
樹
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
場
所
で
あ
る
。

敷
地
面
積
四
五
四
六
平
方
メ
ー
ト
ル
(
-
三
七
七
・
六
坪
）
、
建
物
床
面
積
四
七
一
．
―
二
九
平
方
メ
ー
ト
ル

こ
の
う
ち
一
階
が
四
二
四
・
三
二
九
平
方
メ
ー
ト
ル
(
―
二
八
・
六
坪
）
、
二
階
が
四
六
・
八
六
平
方
メ
ー
ト
ル

0
内
部
構
造

大
字
奥
戸
字
新
釜
六
九
ー

口

材

木

地

区

（
一
四
ニ
・
八
坪
）
、

（
一
四
・
ニ
坪
）

（
一
部
二
階
）
。
駐
車
場
は
普
通
車
二

0
台
、
大
型
バ
ス
ニ
台
収
容
で
き
る
。

待
合
室
（
床
の
間
・
押
し
入
れ
付
き
和
室
二
室
）

609 



第 7章 環境の整備

二
年

二
年

四
五
件

五
0
件

六
三
件

遺
体
の
尊
厳
性
を
損
な
わ
な
い

操
作
上
の
省
力
化
と
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る

施
設
整
備
は
耐
久
性
に
富
ん
で
い
る

炉
室
・
倉
庫
以
外
は
全
室
暖
房
（
灯
油

F
F
方
式
）

障
害
者
（
車
椅
子
）
の
出
入
可

最
近
五
年
間
の
火
葬
件
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
元
年

公
害
（
煤
煙
・
悪
臭
・
騒
音
・
振
動
な
ど
）

の
対
策
は
万
全

燃
量
は
灯
油

〇
設
備
内
容

二
基
炉

胞
衣
炉
一
基 前

室
（
冷
却
）
装
備

倉
庫
玄
関
ホ
ー
ル

事
務
室

残
骨
堂

作
業
室

給
湯
室

風
除
室

車
寄
せ

男
女
お
よ
び
身
障
者
用
ト
イ
レ

（
男
・
大
一
小
二
、
女
・
大
二
、
水
洗
式
浄
化
槽
）

写真 7-8 大間町斎場・やすらぎ苑
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第 4節衛生事業のあゆみ

四
年

五
年

六
年

七
年

六

件

六
八
件

七
八
件

七
0
件

611 



第 7章 環境の整備

し
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
の
国
際
的
な
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
当
町
の
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
る
漁
業
も
漁
獲
量
の
低
迷
が
続
く
な
ど
、

状
況
は
平
穏
で
は
な
い
。
さ
ら
に
は
今
後
ニ
―
世
紀
に
向
か
っ
て
人
口
の
高
齢
化
、
価
値
観
の
多
様
化
、
そ
し
て
情
報
化
や
国
際
化

な
ど
が
い
っ
そ
う
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
周
囲
に
散
在
す
る
諸
問
題
を
抱
え
た
状
況
の
中
で
、
町
の
現
状
、
新
時
代
の
流
れ
、
町
民
の
欲
求
や
要
望
な
ど
に
対
処

し
て
い
く
た
め
の
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
「
町
づ
く
り
計
画
」
と
し
て
、
平
成
元
年
(
-
八
八
九
）
度
に
平
成
十
年
を
目
標
と
し
た

「
第
三
次
大
間
町
総
合
計
画
」
を
策
定
し
た
。
現
在
、
平
成
五
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
間
町
は
下
北
半
島
の
突
端
で
あ
る
本
州
最
北
端
に
位
置
し
、
津
軽
海
峡
に
面
し
て
い
る
。
北
海
道
の
戸
井
町

か
ら
直
線
で
約
一
七
•
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
青
函
イ
ン
タ
ー

豊
か
で
活
力
あ

る
町
づ
く
り
を

平
成
十
年
を

目
標
に
策
定

町
づ
く
り
の
基
本
方
針

将
来
像
の
設
定

大
間
町
で
は
昭
和
四
十
四
年
(
-
九
六
九
）
に
「
大
間
町
総
合
計
画
」
を
、
五
十
四
年
に
は
「
第
二
次
大
間
町
総

合
計
画
」
を
策
定
し
、
産
業
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
向
上
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
に
努
め
、
町
づ
く
り
を
推
進

第
五
節
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第 5節 町づくりの基本方針

当
町
の
士
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
と
の
調
和
を
保
ち
、
限
り
あ
る
資
源
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、
均
衡
の
取
れ
た
発
展

を
図
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

用
区
域
」
「
農
用
地
的
土
地
利
用
区
域
」
「
自
然
的
土
地
利
用
区
域
」
の
三
つ
に
分
け
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
特
性
を
生
か
し
て

互
い
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
い
ず
れ
か
が
一
方
的
に
突
出
す
る
の
で
な
く
、
調
和
の
取
れ
た
町
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
と
す
る
。

水
資
源
に
つ
い
て
は
、
生
活
様
式
の
変
化
や
観
光
面
の
充
実
に
伴
う
生
活
用
水
の
増
加
、
産
業
構
造
の
変
化
•
発
展
に
よ
っ
て
生

じ
る
産
業
用
水
の
需
要
増
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
新
た
な
水
資
源
の
確
保
策
と
し
て
国
有
林
野
と
連
携
し
た
水
源
涵
養
林
の
育

成
と
保
全
に
努
め
、
奥
戸
川
を
中
心
と
し
て
水
量
や
用
途
別
使
用
量
を
調
査
し
、
生
活
用
水
や
農
業
用
水
な
ど
に
安
定
し
た
供
給
と
、

効
率
的
な
水
利
用
が
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

限
り
あ
る
資

源
の
活
用
法

上
地
と
水
は
生
活
と
産
業
活
動
の
基
盤
で
あ
り
、
こ
れ
を
適
切
に
生
か
し
利
用
す
る
こ
と
が
理
想
的
な
町
づ
く
り

の
基
本
で
あ
る
。

土
地
利
用
と
水
資
源

ブ
ロ
ッ
ク
の
中
間
に
あ
る
、
豊
か
な
緑
と
海
に
恵
ま
れ
た
町
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
理
的
条
件
を
活
用
し
な
が
ら
地
域
産
業
の
振
興
を
図
り
、
す
べ
て
の
町
民
が
健
康
で
ゆ
と
り
あ
る
文
化
的
生
活
が
営

め
る
「
豊
か
で
活
力
あ
る
町
」
を
未
来
像
に
設
定
し
、
町
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

そ
の
基
本
と
な
る
方
向
は
、

町
域
を
「
都
市
的
土
地
利
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第 7章 環境の整備

当
町
の
農
業
に
は
畜
産
・
畑
作
・
稲
作
と
種
類
は
あ
る
が
、
気
象
条
件
の
悪
さ
、
土
地
利
用
面
で
の
制
約
が
大
き

い
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、
自
給
的
生
産
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
産
業
部
門
の
―
つ
を
十
分
に
占
め
る
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
当
町
の
総
合
的
発
展
と
町
民
所
得
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
に
、
農
業
の
振
興
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
あ
た
り
に
当
町
に
お
け
る
産
業
面
で
の
最
大
の
ネ
ッ
ク
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
無
視
し
て
通
る
わ
け
に
も
い

具
体
策
の
実

行

が

急

務

四

農

急
ぐ
。
ま
た
、

地
域
活
性
化

を
図
る
も
の

業

交
通
・
港
湾
・
通
信

当
町
の
発
展
に
と
っ
て
基
本
的
課
題
と
い
え
る
の
が
、
交
通
体
系
の
整
備
で
あ
る
。
下
北
半
島
一
周
道
路
の
改
修

と
拡
幅
を
は
じ
め
、
大
間
町
を
含
む
下
北
地
域
と
城
外
を
結
ぶ
道
路
網
や
航
路
な
ど
の
整
備
は
、
当
町
と
域
外
と

テ
レ
ビ
放
送
の
一
部
難
視
聴
地
域
の
解
消
を
図
る
た
め
、

の
交
流
を
活
発
に
さ
せ
、
当
町
の
産
業
経
済
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
基
本
的
な
施
策
で
あ
る
。

港
湾
施
設
の
整
備
拡
充
も
急
が
れ
る
課
題
で
あ
る
。
大
間
港
は
、
本
州
・
北
海
道
と
の
交
流
、
漁
船
の
係
泊
、
荷
揚
げ
な
ど
、
町

の
水
産
業
の
基
盤
確
立
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
今
後
も
大
型
フ
ェ
リ
ー
の
就
航
に
対
応
し
、
水
産
振
興
を
め
ざ

す
上
で
い
っ
そ
う
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

通
信
に
関
し
て
は
、
行
政
、
緊
急
時
の
情
報
伝
達
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
対
応
を
考
慮
し
、
有
線
・
無
線
の
放
送
施
設
の
整
備
を

テ
レ
ビ
中
継
基
地
の
建
設
を
進
め
る
。
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大
間
の
総
面
積
の
八
割
前
後
が
豊
か
な
木
材
資
源
で
あ
る
森
林
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
う

ち
民
有
林
は
わ
ず
か
で
、
し
か
も
分
散
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
利
用
価
値
も
低
く
、
ほ
と
ん
ど
の
林
業
家
に
と
っ

て
林
野
は
財
産
保
持
的
色
彩
の
濃
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
当
町
の
林
業
が
め
ざ
す
も
の
は
、
国
有
林
の
活
用
と
並
行
し
て

民
有
林
の
拡
大
造
林
と
保
育
の
た
め
に
、
国
や
県
の
助
成
措
置
を
活
用
し
、
青
森
ヒ
バ
の
産
地
化
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
特
用
林
産
物
（
シ
イ
タ
ケ
な
ど
）
の
栽
培
や
、
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
に
よ
る
所
得
向
上
も
図
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

な
お
、
森
林
が
持
つ
国
土
保
全
、
水
源
涵
養
な
ど
の
機
能
面
を
整
備
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

特
用
林
産
物

の
栽
培
促
進 五

林

業

か
な
い
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
当
町
の
特
性
に
即
し
た
農
業
振
興
、

ど
の
複
合
経
営
の
推
進
で
あ
り
、
高
生
産
性
の
確
立
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

畜
産
の
面
で
は
、
西
部
畜
産
基
地
計
画
に
沿
っ
て
食
肉
用
牛
生
産
団
地
の
形
成
を
進
め
「
下
北
牛
」
の
産
地
化
を
め
ざ
し
、
地
域

農
業
と
の
調
和
の
取
れ
た
経
営
の
充
実
を
図
る
。

農
家
経
済
の
安
定
の
た
め
に
は
、

一
日
も
早
く
抽
象
的
計
画
論
の
段
階
を
突
破
し
、
生
産
体
制
の
整
備
、
流
通
販
売
体
制
の
強
化
、

土
地
基
盤
整
備
な
ど
の
具
体
策
を
実
行
に
移
し
、
収
益
性
の
向
上
と
所
得
の
増
大
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
作
目
と
し
て
は
畜
産
を
中
心
に
野
菜
・
稲
作
な
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第 7章 環境の整備

（四） に） 図
り
、
汲
取
収
集
体
制
の
強
化
と
改
善
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

め
る
。 詳

細
に
つ
い
て
は
重
複
を
避
け
る
た
め
、
総
合
計
画
の
う
ち
残
り
の
項
目
に
つ
い
て
、
以
下
要
点
の
み
に
触
れ
て
お
こ
う
。

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
推
進
を
め
ぎ
し
、

上
・
下
水
道

そ
の
他
の
構
想

公
園
・
緑
地
な
ど
を
計
画
的
に
配
置
し
た
秩
序
あ
る
住
宅
用
地
の
開
発
に
努
め
る
。

生
活
用
水
・
産
業
用
水
の
需
要
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
新
改
築
と
、
必
要
に
応
じ
た
配
水
池
の
新
設
を
進

下
水
道
は
生
活
環
境
の
改
善
、
沿
岸
海
域
の
汚
染
防
止
お
よ
び
市
街
地
の
浸
水
を
防
止
す
る
重
要
な
環
境
施
設
で
あ
る
。

め
雨
水
配
水
施
設
は
、
道
路
の
改
良
に
合
わ
せ
て
都
市
下
水
路
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
。

将
来
的
な
し
尿
処
理
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
お
よ
び
終
末
処
理
場
の
建
設
を
検
討
す
る
が
、

ご
み
処
理

可
燃
性
ご
み
・
粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
お
よ
び
不
燃
性
ご
み
埋
め
立
て
用
地
の
確
保
を
急
ぐ
。
ま
た
、
ご
み
収
集
シ
ス
テ
ム

の
改
善
・
強
化
を
図
り
、
地
域
住
民
に
対
し
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
再
利
用
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
運
動
思
想
を
普
及
さ
せ
る
。

葬
祭
場

（二） 公
営
住
宅
の
管
理
の
適
性
化
と
質
的
向
上
を
図
る
。

（一）

住

宅
rし

ノ‘

そ
の
た

現
状
で
は
水
洗
便
所
の
普
及
を
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囮

自

然

保

護

（六）
施
設
の
利
用
効
率
度
な
ど
を
考
慮
し
、
隣
接
の
風
間
浦
村
・
佐
井
村
と
協
議
し
、
共
通
地
域
共
同
に
よ
る
葬
祭
場
の
整
備
を
進
め

る
。
基
地
は
住
民
の
意
思
を
尊
重
し
て
極
力
集
団
化
さ
せ
る
も
の
と
し
、
近
代
的
な
墓
地
公
園
の
実
現
を
め
ざ
す
。

町
民
の
年
齢
や
適
正
に
応
じ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
自
主
的
か
つ
継
続
的
に
行
え
る
総
合
運
動
公
園
の
整
備
を
進
め
、
同
時
に

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
の
育
成
を
図
る
。

防
災
・
消
防

防
災
面
で
は
治
山
・
治
水
•
海
岸
保
全
対
策
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、
消
防
面
で
は
消
防
団
の
組
織
強
化
と
消
防
施
設
の
充
実
を

め
ざ
す
。
救
急
業
務
に
つ
い
て
は
交
通
事
故
・
労
働
災
害
の
発
生
に
早
急
に
対
応
で
ぎ
る
体
制
の
整
備
を
図
る
。

自
然
保
護
地
区
を
明
確
に
指
定
し
、
貴
重
な
自
然
資
源
で
あ
る
緑
と
海
の
保
全
に
努
め
、
良
好
な
生
活
環
境
の
維
持
を
図
る
。

伍

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

は
か
に
、
児
童
公
園
を
整
備
し
、
学
校
施
設
や
公
民
館
な
ど
の
活
用
を
図
る
。
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